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「
人
格
」
と
い
う
概
念

―
そ
の
系
譜
を
め
ぐ
る
試
論

―

小
檜
山

ル

イ

筆
者
は
二
〇
一
四
年
に
、
日
本
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
学
会
の
年
次
大
会
で
、「
近

代
日
本
に
お
け
る
『
人
格
』・『
良
心
』」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
っ
た(１

)。
本
稿
は
、
そ
の
と
き
の
発
表
を
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
思
想

史
の
文
脈
で
、「
良
心
」、「
人
格
」（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
二
種

類
が
あ
る
）
が
ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
し
、
ど
の
よ
う
に
相
互
に
関
連

し
て
い
る
か
を
ま
ず
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
近
代
日
本
の
知
識
人
の
う
ち
、
中

村
正
直
と
新
渡
戸
稲
造
と
い
う
二
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。

「
良
心
」

ま
ず
、「
良
心
（
conscience）」
と
は
何
か
を
ア
メ
リ
カ
史
の
文
脈
に
そ
っ
て

考
え
て
み
る
。「
良
心
」
は
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
と
っ
て
、

信
仰
の
核
心
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
神
と
個
人
的
に
対
峙
す
る

こ
と
で
獲
得
し
た
近
代
的
自
意
識
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
（
あ
る
い
は
中
世
的
）

コ
ス
モ
ス
を
離
脱
し
、
既
存
体
制
を
批
判
し
、
弾
圧
に
耐
え
、
神
の
国
の
建
設
を

夢
想
し
、
新
大
陸
に
移
住
す
る
勇
気
を
彼
ら
に
吹
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
「
良
心
」
は
不
可
侵
の
絶
対
領
域
と
想
定
さ
れ
、「
良
心
の
自
由
」
は
何

よ
り
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
自
由
と
意
識
さ
れ
た(２

)。

た
だ
し
、「
良
心
の
自
由
」
は
、
ア
ン
チ
ノ
ミ
ア
ン
の
危
険
と
い
う
や
っ
か
い
な

問
題
を
含
ん
で
い
た
。
旧
体
制
を
批
判
し
て
新
し
い
共
同
体
を
造
っ
た
と
し
て
、

神
と
対
峙
し
た
結
果
と
し
て
得
た
個
人
の
確
信
＝
良
心
が
、
な
お
新
し
い
共
同
体

の
規
範
と
合
致
し
な
い
場
合
、そ
れ
を
言
葉
や
行
動
で
示
し
、争
乱
を
招
い
た（
あ

る
い
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）
と
し
た
ら
、
新
し
い
共
同
体
は
そ
の
よ
う
な
個
人
を

ど
う
扱
っ
た
ら
良
い
の
か
。
一
六
三
〇
年
代
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
岸
植
民
地

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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に
お
け
る
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
事
例
が
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
と
ア
ン
・

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
で
あ
り
、
二
人
と
も
湾
岸
植
民
地
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
主
張
し
た
政
教
分
離
は
、「
良
心
の
自
由
」
を
保

障
す
る
た
め
に
共
同
体
が
打
ち
立
て
る
べ
き
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ヴ
ィ

ル
・
マ
タ
ー
と
宗
教
的
事
案
の
境
界
線
は
必
ず
し
も
明
確
に
で
き
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
し
、「
良
心
の
自
由
」
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
が
一
律
的
に
明
示
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。「
良
心
の
自
由
」
を
旗
印
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
築
い
た

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
は
、
ご
ろ
つ
き
の
た
ま
り
場
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
納
税
や
兵

役
と
い
っ
た
共
同
体
の
必
要
を
ま
と
も
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
は
苦
労
を
重
ね
て
貧
困
の
う
ち
に
晩
年
を
迎
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、「
良
心
」
に
従
っ
て
「
女
の
分
際
」
を
踏
み
越
え
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
岸

植
民
地
の
指
導
者
を
批
判
し
、「
異
端
」
と
さ
れ
た
ア
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
賛

同
者
と
と
も
に
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
に
移
住
し
た
が
、
そ
こ
で
一
切
の
政
治
権
力
を

否
定
す
る
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
的
個
人
主
義
の
思
想
を
抱
く
に
至
っ
た
と
い
う
。
結
局

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
は
安
住
で
き
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地

に
移
っ
た
が
、
そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ
人
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、

子
供
達
と
と
も
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
惨
殺
さ
れ
た
。
こ
の
世
に
彼
女
の
居
場
所
は

な
か
っ
た
の
だ(３

)。

結
局
の
と
こ
ろ
、「
革
命
」
の
モ
ー
メ
ン
ト
は
別
と
し
て
、
通
常
「
良
心
」
は
、

神
と
の
対
峙
の
中
で
獲
得
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
世
の
掟
の
中
に
あ
る
程
度
収

ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
聖
書
が
示
す
と
こ
ろ
の
道
徳
＝
律
法
に
従

う
こ
と
へ
の
同
意
が
霊
的
に
納
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

は
、
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
供
に
鞭
を
用
い
、
子
供
の
意
志
を
挫
き
、
従
う
こ

と
を
学
ば
せ
た
と
い
う
が
、
そ
の
と
き
、
親
は
神
の
命
令
の
代
行
者
と
し
て
子
供

の
前
に
君
臨
し
、
恐
れ
と
い
う
感
情
（
霊
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
近
似
？
）

を
以
て
幼
い
魂
を
服
従
さ
せ
、
や
が
て
服
従
が
「
習
慣
」
と
な
る
こ
と
を
期
し
た(４

)。

一
八
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
直
前
、
一
七
四
〇
年
代
を
頂
点
と
す

る
第
一
次
大
覚
醒
が
起
き
て
、「
良
心
」
が
ふ
た
た
び
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス

へ
の
反
逆
魂
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(５

)。
そ
し
て
、革
命
が
終
わ
り
、

「
良
心
」
か
ら
従
順
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
の
一
七
九
〇
年
代
に

第
二
次
大
覚
醒
が
起
こ
り
、
一
八
四
〇
年
代
ま
で
続
く
一
大
運
動
と
な
っ
た
。
そ

の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

会
衆
派
や
南
部
の
多
く
の
州
で
植
民
地
時
代
以
来
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

で
あ
っ
た
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
派（
英
国
国
教
会
の
ア
メ
リ
カ
版
）で
は
な
く
、ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
代
表
格
の
バ
プ
テ
ス
ト
、
新
興
教
派
の
メ
ソ

ジ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
第
二
次
大
覚
醒
は
、
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
「
良
心
」

を
鼓
舞
し
、革
命
の
結
果
生
ま
れ
た
体
制
の
批
判
を
内
包
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

事
実
、
カ
ツ
ラ
を
つ
け
た
公
定
教
会
の
牧
師
を
、
神
と
の
直
接
的
な
コ
ン
タ
ク
ト

（
回
心
経
験
）
を
知
ら
な
い
偽
物
と
指
摘
す
る
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ラ

イ
ダ
ー
（
巡
回
牧
師
）
の
説
教
記
録
が
残
っ
て
い
る(６

)。

し
か
し
、
第
二
次
大
覚
醒
に
お
い
て
は
、
一
七
九
一
年
に
成
立
し
た
憲
法
修
正

第
一
条
（
政
教
分
離
と
「
良
心
の
自
由
」、「
言
論
の
自
由
」
の
保
障
）
が
一
八
三

三
年
ま
で
に
実
際
に
各
州
で
実
体
化
さ
れ
、
ま
た
、
一
八
三
〇
年
代
ま
で
に
男
子

20世紀知識人の教養と学問
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普
通
選
挙
権
が
ほ
ぼ
確
立
す
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
共
和
国
の
平
等
原
則
へ
の
歩

み
寄
り
、「
民
主
主
義
」
の
肯
定
的
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
、
第
二

の
革
命
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
「
良
心
」
の
情
熱
は
、

共
同
体
構
築
の
積
極
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
さ
れ
、
自
立
し
た
市
民
か
ら
成
る
幅

広
い
中
流
階
級
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
際
、
唯
一
と
は
言
わ
な
い
が
、
最
重
要
の
ア
ク
タ
ー
が
女
性
た
ち
で
あ
っ

た
。
そ
も
そ
も
、
第
二
次
大
覚
醒
期
に
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

な
っ
た
人
々
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
女
性
で
あ
り
、
こ
の
大
覚
醒
を
通
じ
て
ア
メ
リ

カ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
女
性
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
す
で
に
一

七
世
紀
末
、
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
は
、
教
会
へ
の
出
席
者
の
多
数
を
女
性
が
占
め

る
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
前
半
の
第
一
次
大
覚
醒
は
、
教
会

に
お
け
る
男
女
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
傾
向
に
向
か
わ
せ
た
の
に
対
し
、
一
九

世
紀
前
半
の
第
二
次
は
教
会
に
お
け
る
女
性
の
存
在
感
を
い
っ
そ
う
高
め
た
。
政

教
分
離
が
確
定
す
る
な
か
で
、
教
会
は
、
男
の
領
域
た
る
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
、

か
つ
、
税
金
で
支
え
ら
れ
る
立
場
を
失
っ
た
。
女
性
た
ち
は
、
革
命
に
協
力
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
ず
、
同
じ
く
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
た
。
教

会
と
女
性
は
手
を
結
び
、
前
者
は
今
や
死
活
問
題
で
あ
る
教
会
員
と
し
て
の
女
性

に
期
待
し
、
後
者
は
宗
教
的
・
道
徳
的
権
威
の
後
ろ
盾
を
教
会
に
求
め
た
。

一
九
世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
女
性
の
理
想
像
に
つ
い
て
の
研

究
で
、
理
想
像
の
重
大
要
素
の
一
つ
に
「
敬
虔
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
示
唆
に
富
む
。

大
覚
醒
を
背
景
に
す
る
敬
虔
は
、
従
順
、
純
潔
、
家
庭
的
と
い
う
、
聖
書
に
起
源

を
帰
せ
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
、
社
会
的
・
慣
習
的
に
規
定
さ
れ
た
女
性
用
の
徳
目

と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
、
破
壊
性
を
そ
が
れ
、
穏
健
な
社

会
改
革
の
情
熱
と
な
る
。
上
に
述
べ
た
、
民
主
主
義
が
台
頭
す
る
共
和
国
に
お
け

る
共
同
体
構
築
に
要
す
る
積
極
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
部
こ
の
よ
う
な
女
性
た
ち

が
鼓
舞
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る(７

)。

一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
共
和
国
・
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
中
流
「
市
民
」
の
家

庭
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
公
共
圏
の
礎
に
想
定
し
た
親
密
圏
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
が
、
そ
の
親
密
圏
は
、
女
性
が
教
会
と
結
び
つ
き
つ
つ
「
道
徳
の
守
護
者
」

と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
で
、
道
徳
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

家
庭
は
、「
良
心
」
や
「
民
主
主
義
」
の
い
わ
ば
「
行
き
過
ぎ
」
を
抑
制
し
―
―
強

制
を
伴
わ
ず
に
―
―
、
道
徳
的
に
、
す
な
わ
ち
社
会
慣
習
に
副
う
よ
う
に
、
方
向

付
け
る
装
置
と
し
て
機
能
し
え
た
。
女
性
は
道
徳
的
言
質
を
以
て
社
会
的
影
響
力

＝
政
治
力
を
獲
得
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
政
治
過
程
（
選
挙
権
の
よ
う
な
）

や
経
済
活
動
か
ら
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
道
徳
的
女
性
の
中
立
性
を
保
障
す

る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
逆
説
的
に
も
、
女
性
の
政
治
力
は
、
そ
の
非
政

治
性
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

ウ
ァ
レ
ン
・
Ｉ
・
サ
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
(

)の
文
化
」
と
特
徴
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
獲
得

character

を
指
南
す
る
多
く
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
が
出
版
さ
れ
た
。
サ
ス
マ
ン
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
本
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
市
民
権
、
義
務
、
民
主
主
義
、

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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仕
事
、
建
設
的
、
黄
金
の
行
い
、
戸
外
活
動
、
克
服
的
、
名
誉
、
名
声
、
道
徳
、

マ
ナ
ー
、
統
合
性
、
男
ら
し
さ
等
の
単
語
と
類
縁
性
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
た
と
い

う
。
ラ
ル
フ
・
Ｗ
・
エ
マ
ソ
ン
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
「
個
人
の
性
質
を
通
じ

て
表
現
さ
れ
る
道
徳
秩
序
」
と
定
義
し
た(８

)。
つ
ま
り
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
「
良

心
」
に
結
び
つ
け
る
な
ら
、
前
者
は
後
者
が
す
で
に
道
徳
、
あ
る
い
は
、
社
会
的

規
範
に
よ
っ
て
あ
る
べ
き
状
態
に
制
御
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
、
も
っ
ぱ
ら

男
性
の
性
質
を
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
し
っ
か
り
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
男
(

)」
と
は
、「
市
民
」
の
義
務
に
自
覚
的
な
道

m
an

ofsolid
character

徳
的
か
つ
精
力
的
な
個
人
で
、
名
誉
と
名
声
を
重
ん
じ
る
。
世
俗
的
成
功
は
、
当

然
の
随
伴
物
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ

の
『
自
助
論
(

)』（
副
題
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ン
ダ
ク
ト
の
事
例(９

)」）

Self-H
elp

に
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
備
え
る
「
本
当
の
紳
士
」
の
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
男
性
で
、
慎
ま
し
い
出
自
な
が
ら
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
イ
ギ

リ
ス
人
で
あ
る
。
貴
族
で
さ
え
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
の
多
く
の
起
源
は
比
較
的

最
近
で
、「
勤
労
階
級
」
出
身
の
勤
勉
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
物
に
始
ま
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
男
の
最
も
高
貴
な
持
ち
物
で
あ
る
「キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」」
と
は
、
中
流
階
級
が
台
頭
し
、
平
等
感
覚
が
広
が
る
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
い
て
、
一
般
人
が
貴
族
的
特
性
の
獲
得
を
目
指
す
際
の
指
標
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。『
自
助
論
』に
は
、イ
ン
ド
で
活
躍
し
た
人
物
が
何
人
も
出
て
く
る
が
、

植
民
地
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
獲
得
し
た
平
民
「
貴
族
」
が
最
も
映
え
る
舞
台

だ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ス
マ
イ
ル
ズ
が
一
八
七
一
年
に
出
し
た
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー(

)』
は

章
構
成
で
、

10

12

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
特
質
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
―
―
勤
勉
、
勇
気
、
自
制
、

誠
実
、
気
概
、
良
好
な
マ
ナ
ー
な
ど
―
―
説
明
す
る
と
同
時
に
、
ど
う
し
た
ら
そ

の
よ
う
な
特
質
を
獲
得
で
き
る
か
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
家
庭
に
お
け

る
子
供
へ
の
感
化
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
父
親
だ
け
で
な
く
母
親
の
影
響
力
の

大
き
さ
、
さ
ら
に
は
、
結
婚
生
活
に
お
け
る
夫
婦
の
む
つ
ま
じ
さ
、
夫
に
と
っ
て

の
妻
の
助
け
と
感
化
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、こ
の
著
書
で
は
、

女
性
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
―
―
豊
か
な
愛
情
や
情
感
な
ど
―
―
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
中
心
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
男
性

だ
が
、
そ
の
育
成
と
保
持
に
か
か
る
際
に
は
、
女
性
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い

う
発
想
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

Ｏ
Ｅ
Ｄ
を
引
く
と
、
personality
の
意
味
は
、
ま
ず
「
動
物
、
モ
ノ
、
抽
象
物

で
は
な
い
、
人
間
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
性
質
、
あ
る
い
は
、
事
実
」
と
あ
る
。
次

に
神
学
上
の
意
味
と
し
て
、「
三
つ
の
位
格
（
persons）
か
ら
な
る
神
の
性
質
、
状

態
、
事
実
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
前
者
の
最
初
の
用
例
は
一
七
世
紀
半
ば
、
後

者
の
そ
れ
は
一
五
世
紀
末
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
一
八
世

紀
に
な
っ
て
広
ま
っ
た
啓
蒙
主
義
的
な
人
権
概
念
（
hum
an
rights）
の
下
敷
き

に
な
っ
た
概
念

―
人
間
で
あ
る
こ
と

―
を
意
味
し
、
そ
れ
は
、
神
学
用
語
と

し
て
の
「
位
格
」
あ
る
い
は
、「
神
で
あ
る
こ
と
」
か
ら
派
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
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な
る
の
だ
ろ
う
。
聖
書
的
に
は
、
人
間
は
神
の
似
姿
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
少
な
く
と
も
「
神
で
あ
る
こ
と
」
と
の
一
部
は
「
人
間
で
あ
る
こ
と
」
な

の
だ
。

で
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
「
良
心
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
近
代
的
自
我
は
、
神
と
対
峙
し
た
個

人
の
確
信

―
良
心

―
を
前
提
と
す
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
近
代
に
お
け

る
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
＝
「
人
間
で
あ
る
こ
と
」
の
中
核
に
は
、「
良
心
」
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
道

徳
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ
、「
良
心
」
―
あ

る
い
は
「
意
識
」
と
い
っ
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

―
が
あ
る
こ
と
自

体
が
重
視
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ま
た
は
、
英
語
圏
）
で
今
日
一
般
的
に
流
通
す
る
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
一
九
世
紀
末
以
来
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
心
理
学
の
研

究
対
象
と
し
て
の
「
個
性
」
と
い
う
意
味
で
の
用
法
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
の

場
合
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
も
価
値
中
立
的
に
使
わ
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｄ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
用
例
の
最
初
の
も
の
は
一
九
三
〇
年
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
お
け
る

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
用
法
に
関
心
を
持
っ
た
サ
ス
マ
ン
（
上
述
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
一
九
〇
〇
年
代
の
半
ば
頃
以

降
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
表
れ
た
新
し
い
「
セ
ル
フ
」
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
サ

ス
マ
ン
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
際
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
fascinating、

stunning、
attractive、
m
agnetic、
glow
ing、
m
asterful、
creative、

dom
inant、
forcefulと
い
っ
た
形
容
詞
を
伴
っ
て
し
ば
し
ば
使
わ
れ
た
。
そ
こ

に
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
根
底
に
あ
っ
た
道
徳
性
を
表
す
言
葉
は
な
い
。「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」
同
様
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
持
つ
人
は
、
社
会
的
成
功
を
手
に
す

る
が
、
そ
れ
は
、
群
衆
か
ら
抜
け
出
し
、
目
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」
は
一
九
世
紀
の
刻
苦
勉
励
、
生
産
中
心
の
社
会
に
対
応
し
た
人
物
像

を
提
示
す
る
が
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
示
唆
す
る
人
物
像
は
、
二
〇
世
紀
消
費

社
会
に
対
応
す
る(

)。
さ
ら
に
、
サ
ス
マ
ン
の
視
野
に
は
な
い
が
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ

11

テ
ィ
」
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
別
な
く
使
わ
れ
た
（
使
わ
れ
て
い
る
）
よ
う
だ
。
そ
れ

は
、
男
女
の
領
域
の
分
離
、「
道
徳
の
守
護
者
」
と
し
て
の
女
性
に
特
別
に
期
待
さ

れ
た
社
会
的
役
割
と
い
っ
た
一
九
世
紀
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
が
、
二
〇
世
紀
に
お

い
て
は
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

中
村
正
直
と
「
品
行
」

明
治
に
な
っ
て
、
最
初
に
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
概
念
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
方
で
あ
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
村
正
直
は
幕
府
の
御
儒
者
、
一
八
六
六
年
か

ら
一
八
六
八
年
ま
で
幕
府
派
遣
の
留
学
生
の
一
団
の
取
締
役
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に

滞
在
、
帰
り
際
に
贈
ら
れ
た
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論

―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ

ン
ダ
ク
ト
』
を
翻
訳
し
て
一
八
七
一
年
に
出
版
し
た
。
明
治
初
期
の
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
、『
西
国
立
志
編
』
で
あ
る
。
そ
の
序
に
、

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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「
余
こ
の
書
を
訳
す
。
客
過
ぎ
り
て
問
う
者
あ
り
。
曰
く
、
子
何
ぞ
兵
書
を

訳
せ
ざ
る
、
と
。
余
曰
く
、
…
…
そ
れ
西
国
の
強
き
は
、
人
民
篤
く
天
道
を

信
ず
る
に
よ
る
。
人
民
に
自
主
の
権
あ
る
に
よ
る
。
政
寛
に
法
公
な
る
に
よ

る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
戦
い
を
論
じ
て
曰
く
、
徳
行
の
力
は
、
身
体
の
力
に
十

倍
す
、
と
。
ス
マ
イ
ル
ズ
曰
く
、
国
の
強
弱
は
、
人
民
の
品
行
に
関
る
、
と
。

ま
た
曰
く
、
真
実
良
善
は
、
品
行
の
本
た
り
、
と(

)」
12

と
あ
る
よ
う
に
、
中
村
は
、
国
を
強
く
す
る
に
は
、
人
民
に
「
自
主
の
権
」
を
与

え
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
民
が
「
篤
く
天
道
を
信
」
じ
、「
徳
行
」
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
て
、
こ
の
本
を
紹
介
し
た
の
で
あ
っ
た(

)。
そ
の
際
、「
キ
ャ

13

ラ
ク
タ
ー
」
を
「
品
行
」
と
翻
訳
し
た
。
中
村
は
次
い
で
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ワ
ー

ト
・
ミ
ル
の
『
自
由
に
つ
い
て
』
を
『
自
由
之
理
』（
一
八
七
二
年
）
と
し
て
翻
訳

出
版
し
、
さ
ら
に
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』
を
『
西
洋
品
行
論
』（
一
八

七
八
年
）
と
題
し
て
出
版
し
た
。
つ
ま
り
、
中
村
は
、「
お
上
」
の
指
令
や
身
分
制

の
下
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
生
き
る
前
近
代
を
脱
し
、「
自
由
」
に
意
志
し
、
行
動

す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
近
代
的
個
人
の
創
出
を
期
す
と
同
時
に
、
そ
の
「
自
由
」

が
、
強
制
で
は
な
く
、
自
発
的
に
抑
制
さ
れ
る
必
要

―
つ
ま
り
「
良
心
」
の
命

題

―
を
認
識
し
て
お
り
、
翻
訳
は
そ
の
よ
う
な
関
心
に
副
っ
て
進
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

一
八
七
一
年
秋
、
中
村
正
直
は
静
岡
学
問
所
が
雇
う
こ
と
に
な
っ
た
エ
ド
ワ
ー

ド
・
Ｗ
・
ク
ラ
ー
ク
を
横
浜
に
迎
え
に
行
き
、
ク
ラ
ー
ク
の
母
親
の
友
人
が
宣
教

師
と
な
っ
て
経
営
し
始
め
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
（
現
横
浜
共

立
学
園
の
前
身
）を
知
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
が
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

中
村
は
懇
願
し
て
招
待
を
取
り
付
け
、
そ
こ
に
一
〇
日
余
り
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ

た
。
彼
は
こ
の
時
、「
ホ
ー
ム
」
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
流
の
女
性
化

し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
経
験
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
結
果
、
中
村
の
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
関
心
は
女
子
教
育
へ
の
関
心
と
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
て
い
っ
た
。

一
八
七
一
年
一
一
月
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
の
広
告
文
を
書

き
、翌
年
三
月
ま
で
に
は
静
岡
か
ら
自
分
の
娘
と
同
僚
の
娘
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー

ム
に
送
り
込
ん
だ
。
一
八
七
二
年
夏
に
は
東
京
に
移
住
し
て
、
一
八
七
三
年
二
月

に
江
戸
川
大
曲
の
自
宅
に
同
人
社
を
開
い
た
が
、
そ
の
間
も
横
浜
に
通
っ
て
宣
教

師
や
出
来
て
間
も
な
い
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
わ
り
を
持

ち
、一
八
七
四
年
年
頭
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
派
遣
の
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・

カ
ッ
ク
ラ
ン
の
「
人
と
聖
霊
の
働
き
」
と
い
う
説
教
を
聞
い
た
。
そ
の
題
名
は
、

中
村
が
当
時
取
り
組
ん
で
い
た
、
ど
の
よ
う
に
「
自
由
」
の
乱
用
を
個
人
が
自
発

的
に
抑
制
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
想

像
さ
せ
る
。
以
来
、
中
村
は
、
カ
ッ
ク
ラ
ン
を
同
人
社
に
招
く
よ
う
に
な
り
、
同

人
社
内
に
住
ま
わ
せ
た
。
一
八
七
四
年
秋
、
カ
ッ
ク
ラ
ン
の
妻
を
教
員
と
し
て
、

同
人
社
は
女
学
生
を
受
け
入
れ
始
め
た
。
そ
の
年
の
一
一
月
頃
、
中
村
は
息
子
と

共
に
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を
カ
ッ
ク
ラ
ン
に
申
し
出
、ク
リ
ス
マ
ス
に
受
洗
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
中
村
が
ど
の
位
「
ホ
ー
ム
」
や
女
性
の
役
割
を
経
験
し
た
か
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
が
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
の
一
連
の
経
験
を
通
じ
、
中
村
が
「
自
由
」

と
そ
の
道
徳
的
制
御
と
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
女
性
と
の
関
係
を
確
認

し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
そ
の
結
果
、中
村
は
、一
八
七
五
年
、『
明
六
雑
誌
』

に
「
善
良
ナ
ル
母
ヲ
造
ル
説
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
中
村
の
「
品
行
」
は
、

20世紀知識人の教養と学問
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こ
の
よ
う
に
北
米
経
由
の
女
性
の
道
徳
的
影
響
力
を
措
定
し
て
い
た
。

同
人
社
の
女
子
部
は
、
一
八
七
五
年
七
月
ご
ろ
カ
ッ
ク
ラ
ン
の
妻
の
健
康
が
損

な
わ
れ
、
一
八
七
七
年
五
月
ま
で
に
カ
ッ
ク
ラ
ン
一
家
が
築
地
に
移
る
な
か
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
の
宣
教
師
ピ
ア
ソ
ン
の
助
力
を
得
る
な
ど
し

て
継
続
さ
れ
、
一
八
七
九
年
に
は
同
人
社
女
学
校
（
麹
町
平
河
町
）
の
開
業
願
い

が
正
式
に
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
翌
年
八
月
に
は
廃
校
と
な
っ
た
。
女
子
部
で
は

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ワ
ー
ト
・
ミ
ル
の
『
女
性
の
隷
属
』
(

)

Subjection
ofW

om
en

や
『
代
議
政
体
論
』
(

)が
教

Considerationson
R
epresentativeG

overnm
ent

え
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
中
村
は
女
性
に
も
自
由

お
よ
び
男
性
と
同
じ
権
利
を
認
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ミ
ル
の

著
作
は
中
村
の
翻
訳
本
に
は
な
ら
な
か
っ
た(

)。
14

む
し
ろ
、
同
人
社
に
お
け
る
女
子
教
育
の
終
末
期
に
あ
た
る
一
八
七
八
年
か
ら

一
八
八
〇
年
の
間
に
、
中
村
正
直
は
、
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』
＝
『
西

洋
品
行
論
』
を
順
次
翻
訳
出
版
し
て
い
た
。
一
八
七
〇
年
代
の
中
村
に
よ
る
「
自

由
」
を
め
ぐ
っ
て
の
探
求
は
、
結
局
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
＝
「
品
行
」
に
収
斂
し

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
使
っ
た
言
葉
で
言
う
な
ら
、
道
徳
、

あ
る
い
は
、
社
会
的
規
範
に
よ
っ
て
あ
る
べ
き
状
態
に
制
御
さ
れ
て
い
る
「
良
心
」

を
備
え
る
人
物
の
育
成
こ
そ
が
、
肝
要
な
の
だ
と
。
中
村
正
直
に
お
け
る
「
自
由
」

と
道
徳
・
倫
理
と
の
間
の
緊
張
関
係
は
、
一
八
七
〇
年
代
末
ま
で
に
弛
緩
し
、
彼

は
、
道
徳
・
倫
理
を
知
り
得
る
「
理
」
を
持
つ
人
間
と
い
う
儒
教
的
楽
観
、
性
善

説
に
回
帰
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
中
村
が
「
自
由
」（
反
逆
を
含
む
）
と
道
徳
・
倫
理
を
同

時
に
与
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
か
ら
離
れ
て
行
く
こ
と
を
意
味
し
―
―
晩
年
に
は

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
―
―
、
他
方
で
は
、
冷
や
飯
食
い
の

在
野
の
旧
幕
臣
知
識
人
・
教
育
者
か
ら
明
治
政
府
に
重
用
さ
れ
る
教
育
者
と
な
っ

て
い
く
こ
と
と
並
行
し
て
い
た
。
中
村
の
女
子
教
育
へ
の
関
心
も
、
官
立
の
女
子

師
範
学
校
の
な
か
に
回
収
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
七
二
年
に
大
蔵
省
の
翻
訳

係
を
拝
命
し
て
東
京
に
出
て
き
た
中
村
は
、
一
八
七
五
年
に
設
立
当
初
の
東
京
女

子
師
範
学
校
摂
理
嘱
託
と
な
り
、
一
八
七
九
年
に
東
京
学
士
院
会
員
、
一
八
八
一

年
に
東
京
大
学
教
授
、
従
五
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
八
四
年
、
東
京
大
学
教
授

勅
任
、
正
五
位
、
一
八
八
六
年
に
は
元
老
院
議
官
、
勅
任
官
二
等
、
従
四
位
、
そ

の
後
、
東
京
市
会
議
員
、
小
石
川
区
会
議
員
、
女
子
高
等
師
範
学
校
長
兼
任
、
勅

選
貴
族
院
議
員
等
々
を
務
め
、
一
八
九
一
年
に
亡
く
な
る
ま
で
に
は
、
正
四
位
、

勲
三
等
、
瑞
宝
章
を
受
け
て
い
た
。
葬
儀
は
神
道
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た(

)。
15

中
村
は
晩
年
の
講
演
、「
古
今
東
西
一
致
道
徳
ノ
説
」の
中
で
、真
の
自
由
と
は
、

「
良
心
」
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
中
村
の
「
良

心
」
と
は
、
人
が
道
徳
（
善
悪
）
を
知
る
能
力
で
あ
り
、
道
徳
を
知
っ
て
自
ら
治

め
る
（
自
治
）
こ
と
で
初
め
て
真
の
自
由
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
中
村
は
、
道
徳
は
大
抵
ど
こ
で
も
同
じ
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
を
認
識

す
る
能
力
（
良
心
）
は
、
人
間
に
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う

「
支
那
性
善
の
説
」
が
「
希
臘
古
賢
及
び
近
来
欧
州
学
士
性
善
の
説
」
と
合
致
す

る
と
主
張
し
た(

)。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
中
村
が
洗
礼
を
受
け
る
ほ
ど
に
関
心
を
抱

16

い
た
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
言
及
が
な
い
。
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
十
字
架
に
か
か
っ
た

イ
エ
ス
が
、
実
は
神
の
子
で
あ
っ
て
、
死
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
と
い
う
キ
リ
ス
ト

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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教
の
発
想
―
―
性
悪
説
と
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
贖
の
必
要
―
―
は
、
黙
殺
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
、
国
家
に
と
り
こ
ま
れ
、「
良
心
」
に
従
っ
て
の
反
逆
と
騒
乱
を
も
時

に
許
容
す
る
「
自
由
」
を
留
保
す
る
契
機
を
見
失
っ
た
中
村
が
い
る
。

「
品
行
」
か
ら
「
人
格
」
へ

明
治
期
の
日
本
に
お
い
て
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
が
一
八
七
〇
年
代
に
「
品
行
」

と
訳
さ
れ
た
の
に
対
し
、「
人
格
」
と
い
う
翻
訳
が
ま
ず
充
て
ら
れ
た
の
は
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
方
で
あ
る
。
佐
古
純
一
郎
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
哲
学
会
雑
誌
』

に
一
八
八
九
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
、

神
の
「
パ
ル
ソ
ナ
リ
チ
ー
」
と
互
換
的
に
「
人
格
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
た
の

が
そ
の
初
出
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
九
年
一
二
月
号
の
同
雑
誌
の
雑
録
欄
に

「
精
神
病
に
於
て
人
格
の
変
化
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
り
、
こ
の
心
理
学
用
語

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
の
「
人
格
」
は
、
翌
一
八
九
〇
年
三
月
号

の
雑
録
欄
に
お
け
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
患
者
の
紹
介
に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
一
八
九
三
年
一
〇
月
の
『
哲
学
雑
誌
』
に
は
あ
る
英
語
論
文
の
抄
訳
で

心
理
学
用
語
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
「
人
格
」
が
二
二
回
に
わ
た
っ
て
使

用
さ
れ
、
一
八
九
四
年
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
語
「
ペ
ル
ゾ
エ
ン
リ
ヒ
カ
イ
ト

（
personlichkeit）」
の
訳
語
と
し
て
の
「
人
格
」
が
神
学
お
よ
び
哲
学
用
語
と

し
て
登
場
し
た
。
す
な
わ
ち
、
神
の
「
人
格
」
と
い
う
使
い
方
と
、
お
そ
ら
く
カ

ン
ト
を
下
敷
き
に
し
た
道
徳
的
主
体
と
し
て
の
「
人
格
」
で
あ
る(

)。
つ
ま
り
、
一

17

八
九
〇
年
代
に
、
神
学
用
語
、
心
理
学
用
語
、
哲
学
用
語
と
し
て
の
「
人
格
」
の

使
用
が
ほ
ぼ
同
時
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
と
の
言
葉
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

入
っ
て
き
た
personality
と
ド
イ
ツ
か
ら
入
っ
て
き
た
personlichkeitで

あ
っ
た
（
紹
介
者
の
主
た
る
留
学
先
で
決
ま
っ
た
よ
う
だ
）。

二
〇
世
紀
初
頭
、
日
本
で
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
中
心
に
「
人
格
主
義
」
と
い
う

言
葉
が
国
家
主
義
に
対
置
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
和
田
守
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
、
日
露
戦
争
を
経
て
列
強
の
一
員
と
な
り
、
一

八
八
〇
年
代
末
以
来
の
国
家
主
義
に
対
す
る
民
衆
の
反
発
と
権
利
の
要
求
が
高
ま

り
、
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
を
作
り
だ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程

で
、キ
リ
ス
ト
教
徒
の
木
下
尚
江
は
、「
人
間
に
取
て
際
貴
重
な
も
の
は
叛
逆
心
だ
。

叛
逆
心
の
大
小
に
依
て
人
格
の
大
小
を
区
別
す
る
の
で
あ
る（
傍
線
は
筆
者
）」（
一

九
〇
五
年
）
と
書
い
て
、「
良
心
(conscience)」
の
問
題
と
結
び
つ
く
、
神
学
的

用
法
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
＝
人
格
を
用
い
た
。
ま
た
、
海
老
名
弾
正
主
催

の
『
新
人
』
誌
上
で
は
、
一
九
一
二
年
に
「
人
格
主
義
」
す
な
わ
ち
個
人
の
尊
厳

と
自
由
を
大
切
に
す
る
と
い
う
方
針
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
社
会
に
立
ち
向
か
う

べ
き
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
と
い
う(

)。
18

一
九
世
紀
末
に
日
本
語
の
な
か
に
登
場
し
た
「
人
格
」
は
、
こ
の
よ
う
に
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉
の
持
つ
い
く
つ
か
の
用
法
を
そ
の
ま
ま
抱
え
込
ん
だ
。

し
か
も
、
サ
ス
マ
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
一
九
世
紀
の
英
米
で
多
用
さ

れ
た
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
次
第
に
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
置
き
換
わ
っ
て
、

消
費
社
会
に
お
け
る
「
人
の
特
性
」
を
言
い
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
頃
、
日
本
で
は
、「
人
格
」
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
訳
語
「
品
行
」

の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
渡
戸
稲
造
に
そ
の
典
型
を
見
る
。

20世紀知識人の教養と学問
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新
渡
戸
稲
造
と
「
人
格
」

「
人
格
」
は
、
新
渡
戸
稲
造
に
と
っ
て
キ
ー
概
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
は
あ
ま
り
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
新
渡
戸
は
「
人
格
」
に
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ

た
り
、「
ペ
ル
ソ
ン
ニ
ヒ
カ
イ
ト
」
と
言
い
換
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た(

)。
ク
リ

19

ス
チ
ャ
ン
で
も
あ
っ
た
新
渡
戸
の
頭
の
中
に
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と

し
て
の
「
人
格
」

―
人
間
と
し
て
の
特
性
と
い
う
意
味

―
が
ま
ず
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
実
際
、
鈴
木
範
久
編
『
新
渡
戸
稲
造
論
集
』（
以
下
、『
論
集
』

と
表
記
）
を
試
み
に
概
観
し
て
み
る
と
、「
人
格
を
認
知
せ
ざ
る
国
民
」（
一
九
一

三
年
）、「
人
本
位
の
教
育
」（
一
九
一
四
年
）、「
人
格
の
意
義
」（
一
九
三
四
年
）

と
い
っ
た
説
話
や
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
は
、「
人
格
」
を
明
確
に
こ
の
意
味
で
使
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
人
本
位
の
教
育
」
に
「
娘
で
あ
れ
、
母
で
あ
れ
、
妻
で
あ

れ
、
何
で
あ
れ
、
一
個
人
格
と
し
て
の
道
を
踏
め
と
教
え
た
ら
そ
れ
で
よ
か
り
そ

う
な
も
の
だ
の
に
、
人
間
と
い
う
方
に
は
重
き
は
置
か
ず
に
、
女
房
に
な
っ
た
ら

ば
や
れ
、
…
…
と
い
う
の
で
娘
で
あ
っ
た
時
に
は
構
わ
ぬ
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を

生
じ
や
せ
ぬ
か
。
ど
う
し
て
か
く
の
如
く
に
我
国
で
は
教
育
す
る
に
人
格
即
ち
ペ

ル
ソ
ン
ニ
ヒ
カ
イ
ト
を
無
視
す
る
の
で
あ
ろ
う(

)」
と
あ
る
の
が
典
型
的
で
あ
る
。

20

し
か
し
、「
人
格
」
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
訳
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
例
も
決

し
て
少
な
く
な
い
。『
論
集
』
収
録
の
「
人
格
の
養
成
」（
一
九
〇
五
年
）、「
我
が

教
育
の
欠
陥
」（
一
九
〇
七
年
）、「
教
育
の
目
的
」（
一
九
〇
七
年
）、「
教
育
の
最

大
目
的
」（
一
九
一
一
年
）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
一
例
を
引
く
な
ら
、「
人
格

の
養
成
」
に
、「
如
何
な
る
困
難
に
遭
っ
て
も
逃
げ
な
い
で
か
え
ッ
て
自
分
の
人
格

を
養
う
一
ツ
の
道
具
と
し
て
行
く
、
即
ち
英
文
学
を
利
用
し
て
人
格
を
高
め
る
、

と
い
う
こ
と
に
心
を
用
い
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
…
…(

)」
と

21

あ
る
。

新
渡
戸
は
、若
い
こ
ろ
か
ら
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
に
心
酔
し
、『
衣
服
哲
学
』

を
繰
り
返
し
読
ん
だ
と
い
う
。
カ
ー
ラ
イ
ル
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
唱
道
者
と

し
て
知
ら
れ
、『
衣
装
哲
学
』
の
原
文
デ
ィ
ジ
タ
ル
版
を
検
索
す
る
と
、
そ
の
中
に

character
が
四
一
回
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

personality
の
使
用
は
二
回
で
あ
る
。『
英
雄
崇
拝
論
』
を
同
じ
よ
う
に
調
べ
る

と
、
characterは
五
一
回
使
わ
れ
、
personality
の
使
用
は
な
い(

)。
つ
ま
り
、

22

新
渡
戸
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
深
く
馴
染
ん
で
い
た
。
実
際
、「
我
が
教
育
の
欠

陥
」
に
お
い
て
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
訳
語
を
「
品
性
」
と
し
な
が
ら
、
後
で

こ
れ
を
「
人
格
」
に
置
き
換
え
て
語
っ
て
い
る
。

「
英
国
哲
学
及
び
英
国
文
学
が
、
大
陸
ま
た
は
亜
細
亜
の
科
学
哲
学
に
優
れ

る
も
の
あ
り
と
す
れ
ば
、
則
ち
こ
の
知
識
顕
昭
の
裏
面
に
は
深
因
の
存
す
る

も
の
あ
る
が
故
な
り
。
そ
の
減
は
こ
れ
を
一
言
に
し
て
挙
ぐ
る
を
得
べ
し
。

曰
く
品
性
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
な
り
と
。
…
…
吾
人
は
近
く
文
相
が
訓
示
し

て
、
人
格
を
作
る
を
以
て
、
我
が
教
育
策
の
大
主
旨
と
な
す
べ
し
と
い
え
る

を
聞
く
。
こ
の
思
想
が
将
来
、
何
程
に
発
展
し
、
幾
ば
く
の
実
行
を
も
た
ら

し
来
る
や
、
吾
人
は
皿
大
の
眼
を
張
り
て
こ
れ
を
注
視
せ
ん
と
す(

)」（
傍
線
は

23

筆
者
）

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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あ
く
ま
で
『
論
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
演
説
・
エ
ッ
セ
ー
に
限
っ
て
み

る
と
―
―
将
来
的
に
は
、
よ
り
多
く
の
新
渡
戸
の
論
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
―
―
新
渡
戸
は
明
治
期
に
お
い
て
は
む
し
ろ
「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
の
意
味
で
「
人
格
」
を
使
い
、
神
学
的
・
哲
学
的
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
「
人
格
」
を
語
り
出
す
の
は
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
の

よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
家
主
義
に
対
し
て
「
人
格

主
義
」
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
間
で
使
用
さ
れ
た
こ
ろ
、
新
渡
戸
も
ま
た
「
人
格
」

を
神
学
的
・
哲
学
的
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
意
識
的
に

用
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
国
際
連
盟
事
務
局
で

の
経
験
を
積
ん
だ
新
渡
戸
の
国
際
主
義
が
、
再
び
強
ま
る
国
家
主
義
と
相
容
れ
な

く
な
る
な
か
で
は
、
新
渡
戸
の
「
人
格
」
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

一
九
二
九
年
の
太
平
洋
問
題
京
都
会
議
「
開
会
の
辞
」
で
は
、「
国
家
に
も
ま
た
良

心
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、
カ
ン
ト
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
国
家
に
ま
で
適
用
し
た

の
は
、
新
渡
戸
の
日
本
へ
の
願
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か(

)。
24

新
渡
戸
の「
人
格
」は
こ
の
よ
う
に「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」と「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

の
混
在
と
大
正
期
以
降
の
前
者
か
ら
後
者
へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
表
面
的
に
は
、
英
語
の
character
が
personality
に
置
き
換

わ
っ
て
い
く
の
と
時
期
的
に
重
な
っ
て
い
る
が
、
新
渡
戸
は
基
本
的
に
person-

ality
を
サ
ス
マ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
な
新
し
い
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
聖
書
や
カ
ン
ト
的
な
い
わ
ば
古
典
的
意
味
合
い
で
用
い
て
い
る
。

今
一
つ
の
特
徴
は
、
新
渡
戸
の
「
人
格
」
が
男
女
別
な
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
論
集
』
を
見
る
限
り
、
新
渡
戸
は
女
性
に
対
し
て
「
人

格
」
を
語
る
こ
と
が
多
い
。「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
意
味
で
「
人
格
」
を
使
う
際
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
区
別
が
な
い
の
は
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
先
に
中
村
正
直

と
ス
マ
イ
ル
ズ
に
関
連
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
基
本
的
に
は

男
性
に
適
用
さ
れ
、
女
性
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
つ
男
」
を
育
て
支
え
る
役
目

を
付
与
さ
れ
、
意
味
づ
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
渡
戸
に
は
こ
の
区
別
が
あ
ま

り
な
い
。
上
に
挙
げ
た
「
人
格
の
養
成
」
は
女
性
相
手
の
演
説
で
あ
る
。「
人
格
を

養
う
と
い
う
こ
と
」
を
女
性
に
勧
め
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、「
か
ね
が
ね
学
校
で

学
ば
れ
た
英
文
学
に
あ
る
と
こ
ろ
の
高
尚
な
思
想
を
覚
え
て
お
く
」
こ
と
で
あ
っ

た
。
新
渡
戸
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
「
人
格
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
命

じ
る
律
法
と
か
、
儒
教
道
徳
と
か
、
国
家
の
定
め
る
道
徳
（
教
育
勅
語
は
そ
の
典

型
例
）
で
は
な
く
、
幅
広
い
、
い
わ
ゆ
る
「
教
養
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
新
渡
戸
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
（
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
な
い
）
日
本
の
聴
衆
や
読
者
を
意
識
し
た
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を

普
遍
的
価
値
と
し
て
語
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。

私
は
少
し
前
に
書
い
た
論
文
で
、
新
渡
戸
が
初
代
学
長
を
務
め
た
東
京
女
子
大

学
に
ど
の
よ
う
な
教
育
目
的
を
持
っ
て
い
た
か
を
、
通
常
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
「
高
等
な
る
奥
様
方
」
と
い
う
概
念
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
と
き
は
あ
ま
り
注
目
し
な
か
っ
た
が
、
今
改
め
て
『
論
集
』
収
録

の
「
新
女
子
大
学
の
創
立
に
当
っ
て
」
を
読
む
と
、
新
渡
戸
が
「
僕
は
決
し
て
我

が
国
の
教
育
当
事
者
が
女
子
教
育
に
冷
か
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
。
…
…
然
る
に

一
般
社
会
の
思
潮
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
甚
だ
幼
稚
で
あ
る
。
…
…
中
流
以
上

の
社
会
に
於
て
も
、女
子
の
人
格
を
十
分
認
め
て
お
ら
な
い
」と
、「
人
格
」を
パ
ー

20世紀知識人の教養と学問

50



041_「知識人と教養」_小檜山ルイ氏.mcd  Page 11 17/03/02 13:50  v5.51

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
意
味
で
使
い
、女
性
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
る
教
育
を「
宣

教
師
の
女
子
教
育
」
に
見
習
っ
て
東
京
女
子
大
学
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る(

)。
25

一
方
で
、
同
じ
文
章
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
強
要
し
な
い
と
断
り
つ
つ
、「
基

督
を
根
本
と
し
た
る
女
徳
」を
涵
養
す
る
こ
と
を
こ
の
大
学
の
第
一
の
目
標
と
し
、

特
に
人
文
科
で
は
、「
高
等
な
る
常
識
」
を
養
い
、「
交
際
場
裡
に
活
動
す
る
婦
人
」

を
養
成
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
別
の
発
言
で
「
高
等
な
る
奥
様
方
」
の

養
成
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
。「
人
格
の
養
成
」
と
い
っ
た
表
現
は

使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
新
渡
戸
が
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
つ
女
性
」
を
想

い
描
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
先
に
、
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論
』
で

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
つ
男
」
の
大
活
躍
が
、
し
ば
し
ば
植
民
地
を
舞
台
と
す
る

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
新
渡
戸
が
「
高
等
な
る
奥
様
方
」
＝
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

も
つ
女
性
」
の
到
来
を
望
ん
だ
の
は
、
植
民
地
を
保
有
し
、
西
洋
列
強
に
互
す
る

帝
国
と
し
て
の
日
本
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た(

)。
26

以
上
、
新
渡
戸
稲
造
が
「
人
格
」
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

の
両
方
の
意
味
で
使
っ
て
い
た
こ
と
を
検
証
し
て
み
た
が
、
新
渡
戸
の
「
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
」
＝
「
人
格
」
に
、
サ
ス
マ
ン
の
言
う
消
費
社
会
に
適
合
的
な
「
セ
ル

フ
」
の
反
映
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
六
一
年
生
ま
れ
の
新
渡
戸

は
、
基
本
的
に
一
九
世
紀
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
時
代
」
に
属
し
て
い
た
と
思
う
。

む
し
ろ
、
消
費
社
会
は
、
新
渡
戸
よ
り
若
い
世
代
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
心
的
イ

デ
オ
ロ
ー
グ
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
吉
野
作
造
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
生
ま
れ
の
吉

野
は
新
渡
戸
の
直
接
の
弟
子
で
は
な
い
が
、
新
渡
戸
が
一
高
の
校
長
を
勤
め
な
が

ら
、
東
京
帝
大
法
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
は
じ
め
た
一
九
〇
九
年
に
、
吉
野
も
同

じ
法
科
大
学
の
助
教
授
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
人
は
一
時
同
僚
で
あ
っ
た
。
世

代
的
に
は
、
吉
野
は
、
新
渡
戸
の
札
幌
時
代
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
で
あ
る
。

今
、
吉
野
を
一
次
資
料
か
ら
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
和
田
守
の
紹
介
に

依
拠
す
る
と
、
吉
野
も
「
人
格
」
を
使
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
国
家
が
国
民
を

一
元
的
に
統
制
す
る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
「
人
格
的
な
道
徳
的
な
方
面
に
統
括

原
理
を
認
め
」
よ
う
と
書
い
た
。
こ
こ
で
は
、「
人
格
」
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に

近
い
意
味
で
使
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
野
が
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
本

質
は
人
格
主
義
で
あ
る
と
云
ひ
た
い
」
と
言
う
と
き
、
そ
の
人
格
は
「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
を
反
映
し
て
、
道
徳
的
に
律
せ
ら
れ
た
個
人
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
、

か
つ
、
個
人
・
人
間
の
尊
重
＝
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
意
味
も
重
ね
ら
れ
て
い

る(
)。

つ
ま
り
、吉
野
の「
人
格
」に
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」と「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

27の
両
方
の
意
味
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
吉
野
が
「
人
格
」
を
使
う
と
き
、「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
分
別
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
も
あ

る
。吉

野
が
「
人
格
」
の
形
容
詞
と
し
て
サ
ス
マ
ン
の
指
摘
す
る
fascinating、

stunning、
attractive、
m
agnetic、
glow
ing、
m
asterful、
creative、

dom
inant、
forcefulと
い
っ
た
言
葉
を
使
っ
た
か
ど
う
か
、
現
時
点
で
不
明
だ

が
、
た
だ
、「
人
格
」
を
作
り
、
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
生
活
の
充
実
、
豊

か
さ
が
い
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。「
人
格
」
の
源
泉
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
吉
野

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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に
と
っ
て
も
と
も
と
は
神
と
の
対
峙
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
神
は
部
分
的
に
「
豊

か
さ
」
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
発
言
を
今
資
料
か

ら
取
り
出
し
て
示
す
準
備
は
な
い
の
だ
が
、
そ
う
推
測
す
る
の
は
、
吉
野
作
造
が
、

新
渡
戸
の
札
幌
時
代
の
弟
子
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
森
本
厚
吉
主
導
の
文
化
生
活
運

動
に
有
島
武
郎
と
と
も
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
森
本
は
消
費

経
済
の
専
門
家
で
、
い
か
に
す
れ
ば
、
個
人
が
賢
く
消
費
し
、
合
理
的
に
、
豊
か

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
方
策
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
吉
野
は
、

そ
の
関
心
を
共
有
し
、
伊
豆
の
韮
山
に
別
荘
地
を
開
き
、
理
想
の
住
宅
を
建
て
た

（
一
九
二
二
年
完
成(

)）。
そ
れ
は
、
個
人
＝
「
人
格
」
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
合
理

28

的
か
つ
豊
か
な「
文
化
生
活
」の
見
本
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
か
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
試
論
で
あ
り
、
吉
野
や
森
本
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す

る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注
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H
aven

&
London:Y

ale
U
niversity

Press,1989),20.

（
７
)
以
上
の
議
論
の
詳
細
は
、
小
檜
山
、
二
一
五
―
二
三
二
頁
を
参
照
。

（
８
)W

arren
I.

Susm
an,

Culture
as

H
istory

(W
ashington

and
London:

Sm
ithsonian

Institution
Press,2003),273̶

274.

（
９
)
こ
こ
で
参
照
し
た
の
は
、Sam

uel
Sm

iles,Self
H
elp

http://files.libertyfund.
org/files/297/Sm

iles_0379.pdfaccessed
on

N
ov.23,2014.

（

)
こ
こ
で
参
照
し
た
の
は
、

10

Sam
uelSm

iles,Character
http://w

w
w
.gutenberg.

org/files/2541/2541-h/2541-h.htm
accessed

on
N
ov.23,2014.

（

)
11

Susm
an,274-278.

（

)
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（
中
村
正
直
訳
）『
西
国
立
志
編
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
、

12

三
九
頁
。

（

)
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
直
後
の
一
八
六
八
年
に
中
村
正
直
は
「
敬
天
愛
人
説
」
を
書
き
、
キ

13

リ
ス
ト
教
の
影
響
を
表
現
し
た
。
大
久
保
利
謙
編
『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
筑
摩
書
房
、
一

九
六
七
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番
号
0184653）
を
参
照
。

（

)
以
上
、
中
村
の
一
八
七
〇
年
代
の
キ
リ
ス
ト
教
経
験
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
小
檜
山

14

ル
イ
「
佐
々
城
豊
寿
と
そ
の
時
代

３
」『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
』（
二
〇
一
四
年
春
）、
一
六

二
―
一
七
四
頁
を
参
照
。
ミ
ル
の
『
女
性
の
隷
属
』
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
大
内
兵
衛
・

節
子
訳
）『
女
性
の
解
放
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番
号

0188878、
0197513）
を
参
照
。

（

)
高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番

15

号
0182966）、
巻
末
年
表
よ
り
。

（

)
中
村
正
直
「
古
今
東
西
一
致
道
徳
の
説
」（
一
八
八
九
年
四
月
一
四
日
）
大
久
保
利
謙
編

16

『
明
治
啓
蒙
思
想
集

３
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
、
三
二
六
―
三
三
三
頁
。
引
用
は

三
三
一
頁
。
た
だ
し
、
漢
字
は
現
代
当
用
使
い
に
改
め
た
。

20世紀知識人の教養と学問
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（

)
佐
古
純
一
郎『
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
人
格
観
念
の
成
立
』朝
文
社
、一
九
九
五
年
、

17

一
七
―
一
九
、
五
七
―
六
四
頁
。
な
お
、
井
上
哲
次
郎
は
、
personality
の
訳
語
と
し
て

「
人
格
」
を
考
え
た
の
は
自
分
だ
と
し
て
い
る
そ
う
だ
が
（
佐
古
、
一
三
―
一
四
頁
）、
こ

こ
で
は
誰
が
最
初
に
「
人
格
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
つ
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
考
慮

し
な
い
こ
と
に
す
る
。

（

)
和
田
守
編
著
『
日
米
に
お
け
る
政
教
分
離
と
「
良
心
の
自
由
」』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

18

一
四
年
、
一
九
一
―
一
九
二
頁
。
木
下
の
引
用
は
『
毎
日
新
聞
』（
一
九
〇
五
年
七
月
二

四
日
）。
和
田
一
八
九
頁
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
使
用
。

（

)
鈴
木
範
久
編
『
新
渡
戸
稲
造
論
集
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
八
六
頁
に
「
ペ
ル
ソ
ン

19

ニ
ヒ
カ
イ
ト
」
と
言
い
換
え
た
例
が
あ
る
。
森
戸
辰
男
に
よ
る
一
高
校
長
時
代
の
新
渡

戸
に
つ
い
て
の
追
想
で
は
、
一
高
で
新
渡
戸
は
人
格
・
教
養
・
社
交
性
を
強
調
し
た
と
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
カ
ル
チ
ュ
ア
、
ソ
シ
ア
リ
テ
ィ
と
ル
ビ
を
振
っ
て

い
る
（
松
隈
俊
子
『
新
渡
戸
稲
造
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
〇
頁
）。
新
渡
戸

が
そ
の
よ
う
に
解
説
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

)
同
上
。

20
（

)
同
上
、
一
一
七
頁
。

21
（

)
22

T
hom

as
Carlyle,

Sartor
R
esartus:

T
he

Life
and

O
pinions

of
H
err

T
eufelsdröckh

http://w
w
w
.gutenberg.org/ebooks/1051?

m
sg=w

elcom
e_

stranger
accessed

on
N
ov.21,2014;T

hom
as

Carlyle,O
n

H
eroes,

H
ero-

W
orship,

and
the

H
eroic

in
H
istory

http:
//w

w
w
.

gutenberg.
org/ebooks/1091?m

sg=w
elcom

e_stranger
accessed

on
N
ov.21,2014.

（

)
鈴
木
、
一
六
―
一
七
頁
。

23
（

)
同
上
、
三
〇
六
頁
。
な
お
、
社
会
的
福
音
の
代
表
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
ジ
ョ
サ
イ

24

ア
・
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
一
八
九
三
年
の
著
作
T
heN
ew
E
ra
の
中
で
、「
社
会
組
織
の
良

心
」
に
教
会
の
「
不
断
の
影
響
力
」
を
及
ぼ
す
こ
と
で
、
政
府
を
含
む
す
べ
て
の
社
会
的

組
織
、
構
造
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
と
い
う
、
社
会
的
福
音
の
「
神
の
国
」
の
教
義
を
展

開
し
て
い
る
と
い
う
（W

endy
J.D

eichm
ann

Edw
ardsand

CarolyneD
eSw

arte
Gifford,G

enderand
theSocialG

ospel(U
rbana

and
Chicago:U

niv.ofIllinois

）。「
良
心
」
を
社
会
や
国
家
に
適
用
す
る
の
は
、
社
会
的
福
音
運
動
に

Press,2003):40

特
徴
的
な
発
想
で
あ
り
、
日
本
で
は
、
賀
川
豊
彦
等
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
新
渡
戸
は
時
流
に
乗
る
言
葉
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る
使
う
能
力
が
あ
っ
た
。

「
武
士
道
」
も
そ
の
一
例
。

（

)
同
上
、
一
〇
〇
頁
。

25
（

)
小
檜
山
ル
イ
「
新
渡
戸
稲
造
と
「高
等
な
る
奥
様
方
」」『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究

26

所
紀
要
』
第
七
三
巻
（
二
〇
一
二
年
一
月
）、
一
―
二
一
頁
。

（

)
吉
野
の
言
葉
は
、
和
田
、
二
〇
三
頁
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
使
用
。

27
（

)
森
本
厚
吉
に
つ
い
て
は
、
森
本
厚
吉
伝
刊
行
会
編
『
森
本
厚
吉
』
河
出
書
房
、
一
九
五
六

28

年
。
韮
山
別
荘
団
に
つ
い
て
は
、
田
澤
晴
子
『
吉
野
作
造
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇

六
年
、
一
七
二
―
一
七
五
頁
。
筆
者
は
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
三
回
研
究
会

（
二
〇
一
三
年
四
月
二
六
日
）
で
「
「知
識
人
」と
「家
庭
」問
題
̶
̶
文
化
生
活
運
動
を
ヒ

ン
ト
と
し
て
」
と
い
う
発
表
を
行
っ
て
、
森
本
、
吉
野
、
有
島
の
「
文
化
生
活
」
へ
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
に
と
っ
て
、
ま
だ
試
行
錯
誤
中
の

研
究
課
題
で
あ
る
。

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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